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Having thought that it wants to make "The architecture which changes" not limited to the program of 
architecture is a start of the design for master's degree. However, architecture has the program without fail, and 
becomes becoming making an aimless free space and architecture.  
Then, the interpretation of word "Architecture" is expanded. It catches with architecture = street. The 
program is scattered in the town, and they act, the network is made, the town changes, and it becomes 
"Town = changing architecture". 
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１．	 はじめに 
建築のプログラムに制限されない「変化する建築」を
つくりたい、と思ったことが修士設計のはじまりである。
しかし、建築は必ずプログラムを持っており、ただの無
目的な空間、建築をつくることとなってしまうこととな
ってしまう。	 
そこで「建築」という言葉の解釈を広げてみる。ひと
つの建物ではなく、「建築」=「街」ととらえる。街にプ
ログラムを点在させ、それらが活動しネットワークが出
来ていくことで、街が変化し「変化する街＝建築」とな
る。	 
	 
２．	 設計趣旨 
（１）敷地 
	 2027 年のオープンを目指した大規模な駅前の再開発が
進み、ヒカリエをはじめとして 5 棟の高層ビルが計画さ
れている渋谷の街を敷地とする。渋谷駅中心地区だけで
なく宮下町アパートメント跡地事業や渋谷区役所建替え
など、駅周辺地区でも開発の動きがみられ、大きなター
ニングポイントを迎えている。	 
一方で駅から少し離れると小さな駐車場が多く点在し、
駐車場だけでなく、小さな空地、空きテナントビル、こ
の先空地や駐車場になり得る小さな建物も点在している。
そのような渋谷のスキマにトーキョーワンダーサイト
（以下 TWS とする）の活動を点在させていく。	 
（２）プログラム 
	 TWS 渋谷は、東京から新しい芸術文化を創造・発信する
アートセンターとして 2005 年に開館した。若手のクリエ
ーターの発掘・育成・支援を基幹事業として、展覧会や
レジデンスプログラム、教育事業など「世界創造都市東
京」のプラットフォームとしての活動を展開している。	 
	 TWS 渋谷は公園通り沿いに位置しているが、外へと活動
（展示、イベントなど）が開いていないために気づかない
まま通り過ぎてしまう。そこで、①渋谷を訪れる多くの
人々に TWS の活動を知ってもらう②若手アーティストの
育成・発掘プログラムの一環、として渋谷のスキマ（駐
車場、小さな空地、小さな建物など）に、アートと建築
が一体となって作品の制作展示をする。	 
	 
３．	 計画 
	 TWS の活動を街へと展開するが、それはただギャラリー
やアトリエを点々と配置させることではなく、渋谷の谷
地と周縁の関係のように、拠点と点在という関係をつく
っていく。	 
	 【拠点】誰でも訪れることができ、TWS の情報を知るこ
とが出来る。TWS の活動の中心として機能する場所。現在、
TWS 渋谷の機能はそのまま継続し、隣接する渋谷パルコ
part2 の跡地は広場空間として活用する。	 
	 主に平面や小規模の立体作品、インスタレーションな
ど展示を想定する。	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 【点在】拠点に対して、大きな立体作品や映像など、
必ずしも建築空間を必要としないアート作品を展示する
場所となる。	 
	 敷地は 5 カ所設定する。敷地の状況や環境よりキーワ
ード、コンセプトからアート作品やアートのジャンル、
アーティストを設定し、そのアートを見るための装置や
仕掛けを設計していく。	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